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幸浦を想い、 海や防潮堤の

利用について積極的に考察

するワークショップ、 第二弾。

展望を知る

話し合う

深める

次回へつなげる

挨拶と振り返り▶

◀来年度の計画も同時進行

今年度行うべき企画とは？▶

◀発表と共有



　令和元年５月 26 日に幸浦コミュニティー
センターにて、「袋井幸浦の丘プロジェクト
ワークショップ 2019」の第 1回目が行われ
ました。
　昨年度に引き続き今年度も静岡文化芸術
大学の学生が運営を務め、よりパワーアッ
プしたプロジェクトにしていく所存です。
　今年度は昨年の経験を活かしながら
「何を〝どう” おこなうか」どう行えばより
防潮堤への愛着を持っていただけるか、に
ついて手順を確認しながら進めていきます。

　話し合い活動では前半は企画の書きだし
を行っていただきました。今年度だからこ
そ行える防潮堤の現状を活用した企画や今
年ならではのワード、今から計画して来年
度行いたいイベント等たくさんの意見を出
していただくことができました。
　話し合い活動後半では具体的に今年行う
企画について話し合っていただきました。
昨年度の発展案やより海や防潮堤を意識し
た提案が飛び出しました。
　今回出た意見をふまえて、次回第 2回
ワークショップでは決定投票を行います！

ご意見ご感想等お聞かせください。また、WSへの参加を希望される方はご連絡ください。

幸浦地域まちづくり協議会（幸浦コミュニティセンター）　ＴＥＬ/ＦＡＸ　0538-23-7205

次回 WS→7/14  (日 ) 9:00~
今年度の企画の最終決定から来年度の企画の深堀
りまでたくさんの企画段階にたずさわれます！
ぜひご参加ください！！

▲将来の展望

▲今年度の流れ

第一回 WS 第二回 WS 第三回 WS 第四回 WS
5 月 26 日 7 月 14 日 ( 仮 ) 11 月 17 日 ( 仮 ) 1 月 26 日 ( 仮 )
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思い出に残る
場所として
認識される

学校を巻き込んで
活動を計画する

他団体と
協力して

活動を計画する

大学と共同で
防潮堤で
活動を行う

広告方法・
掲載箇所
を試行する

自治会以外の
地域の人を
巻き込む

大学による
客観的に見た
町の特徴を知る

課題に応じた
新たな調査を行う

住民が町を
知りたくなる
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未来へ

住民自身が
活動の運営に
携わってみる

活動の運営の
内容に

ついても試行する

活動の主体を
住民が
担ってみる

ワークショップに
参加してみる

意見・記憶を
整理する

誇りを持って町を
語れるようになる

街の中で人材が
育成更新されていく

戻ってきたい町
幸浦の創出

防潮堤利活用を
幸浦の文化として

根付かせる

街の魅力を知る 活動主体の育成 ターゲット層の拡大 活動する

▲話し合い活動で出た意見

今年しか
できないこと

今から計画して
来年できること

年度を問わずに
できること

提
案

・人文字を使い防潮堤
　の変化を記録
・令和元年に関する祭
・駅伝大会
・凧揚げ
・ラグビー
　ワールドカップ
・子どもと工事見学
・親子写生大会

・防潮堤周回運動会
　( 散歩会 )
・海岸祭り
・コミセン祭りと合体
・砂浜運動会
・宝探し
・地引網
・誰でもできる
　スポーツ
・魚のつかみ取り
・ハーフマラソン
・サイクリング
・クリーン作戦と連携

・日の出を見る
・防風柵に色を付ける
・海釣り大会
・眺望拠点設定
・ベンチ設置
・海岸コンサート
・砂の造形
・ビーチバレー
・海祭り
・ドローンで撮影
・幸浦富士

第１回「未来をみすえた提案・今年度しかできない提案」

袋井市建設課維持係　　ＴＥＬ　0538-23-7205　ＦＡＸ　0538-42-3367


